
2.5～5.5V、パラレル・インターフェース、
オクタル電圧出力の8/10/12ビットDAC

特長
AD5346：オクタル8ビットDAC
AD5347：オクタル10ビットDAC
AD5348：オクタル12ビットDAC
低消費電力動作：3.6Vで1.4mA（max）
3Vで120nA、5Vで400nAまでパワーダウン
全コードについて設計により単調性を保証
レールtoレール出力レンジ：0V～VREFまたは0V～2×VREF

0Vへのパワーオン・リセット
LDAC
_____

ピンによるDAC出力の同時更新
非同期CLR

____
機能

リードバック
バッファ付き／バッファなしのリファレンス入力
WR
___
時間：20ns

38ピンTSSOP／6mm×6mm 40ピンLFCSPパッケージ
温度範囲：－40～＋105℃

アプリケーション
バッテリ駆動の携帯型計測機器
ゲインとオフセットのデジタル調整
プログラマブルな電圧／電流源
光ネットワーキング
自動テスト機器
移動体通信
プログラマブル減衰器
工業用プロセス制御

概要
AD5346/AD5347/AD53481は、2.5～5.5V電源で動作するオク
タル8/10/12ビットDACです。2つの電源レールに出力を駆動で
きるオンチップ出力バッファを備え、バッファ付きまたはバッ
ファなしのリファレンス入力を選択できます。

AD5346/AD5347/AD5348にはパラレル・インターフェースが
あります。CS

___
でデバイスを選択し、WR

___
の立ち上がりエッジで

入力レジスタにデータをロードします。リードバック機能に
よって、デジタル・ポートを通じて内部DACレジスタからの読
み出しができます。

デバイスのGAINピンを使用すれば、出力レンジを0V～VREFま
たは0V～2×VREFに設定できます。

DACへの入力データをダブル・バッファし、LDAC
______

ピンを使用
してシステム内の複数のDACを同時に更新することができま
す。

非同期CLR
____

入力もあり、入力レジスタとDACレジスタの内容
をオール0にリセットします。内蔵のパワーオン・リセット回
路によって、DAC出力を0Vにパワーオンし、デバイスに有効
なデータが書き込まれるまでそのままに保持します。

この3つのデバイスはすべてピン互換であり、ユーザーは回路
ボードのデザインを変更することなく、アプリケーションに適
した分解能を選択することができます。

機能ブロック図

図1.
1 米国特許No. 5,969,657により保護されています。その他の特許は申請中です。
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仕様
表1. 特に指定のない限り、VDD＝2.5～5.5V、VREF＝2V、RL＝2kΩ～GND、CL＝200pF～GND、すべての仕様はTMIN～TMAX

Bバージョン1

パラメータ2 Min Typ Max 単位 条件／備考

DC性能3、4

AD5346
分解能 8 ビット
相対精度 ±0.15 ±1 LSB
微分非直線性 ±0.02 ±0.25 LSB 全コードについて設計によって単調性を保証

AD5347
分解能 10 ビット
相対精度 ±0.5 ±4 LSB
微分非直線性 ±0.05 ±0.5 LSB 全コードについて設計によって単調性を保証

AD5348
分解能 12 ビット
相対精度 ±2 ±16 LSB
微分非直線性 ±0.2 ±1 LSB 全コードについて設計によって単調性を保証
オフセット誤差 ±0.4 ±3 FSRの%
ゲイン誤差 ±0.1 ±1 FSRの%
下側デッドバンド5 10 60 mV オフセット誤差が負のときのみ、下側デッド

バンドが存在
上側デッドバンド5 10 60 mV VDD＝5V。VREF＝VDDのときのみ、上側デッド

バンドが存在
オフセット誤差ドリフト6 －12 FSRのppm /℃
ゲイン誤差ドリフト6 －5 FSRのppm /℃
DC電源除去比6 －60 dB ∆VDD＝±10%
DCクロストーク6 200 µV RL＝2kΩ～GND、2kΩ～VDD、CL＝200pF～

GND、ゲイン＝＋1

DACリファレンス入力6

VREF入力レンジ 1 VDD V バッファ・リファレンス・モード
VREF入力レンジ 0.25 VDD V 非バッファ・リファレンス・モード
VREF入力インピーダンス ＞10 MΩ バッファ・リファレンス・モードと

パワーダウン・モード
90 kΩ ゲイン＝＋1、入力インピーダンス＝RDAC

45 kΩ ゲイン＝＋2、入力インピーダンス＝RDAC

リファレンス・フィードスルー －90 dB 周波数＝10kHz
チャンネル間絶縁 －75 dB 周波数＝10kHz

出力特性6

最小出力電圧4、7 0.001 V（min） レールtoレール動作
最大出力電圧4、7 VDD－ V（max）

0.001
DC出力インピーダンス 0.5 Ω
短絡電流 25 mA VDD＝5V

16 mA VDD＝3V
パワーアップ時間 2.5 µs パワーダウン・モードからの復帰、VDD＝5V

5 µs パワーダウン・モードからの復帰、VDD＝3V

ロジック入力
入力電流 ±1 µA
VIL、ローレベル入力電圧 0.8 V VDD＝5V±10%

0.7 V VDD＝3V±10%
0.6 V VDD＝2.5V

VIH、ハイレベル入力電圧 1.7 V VDD＝2.5～5.5V
ピン容量 5 pF

AD5346/AD5347/AD5348
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Bバージョン1

パラメータ2 Min Typ Max 単位 条件／備考

ロジック出力6

VDD＝4.5～5.5V
ローレベル出力電圧、VOL 0.4 V ISINK＝200µA
ハイレベル出力電圧、VOH VDD－1 V ISOURCE＝200µA

VDD＝2.5～3.6V
ローレベル出力電圧、VOL 0.4 V ISINK＝200µA
ハイレベル出力電圧、VOH VDD－0.5 V ISOURCE＝200µA

電源要求
VDD 2.5 5.5 V
IDD（ノーマル・モード） VIH＝VDD、VIL＝GND

VDD＝4.5～5.5V 1 1.65 mA すべてのDACは非バッファ・モード。
VDD＝2.5～3.6V 0.8 1.4 mA バッファ・モードでは、増加する電流の代表値

はDACあたりxµA（x＝5µA＋VREF / RDAC）
IDD（パワーダウン・モード） VIH＝VDD、VIL＝GND

VDD＝4.5～5.5V 0.4 1 µA
VDD＝2.5～3.6V 0.12 1 µA

AC特性の表の下に記載した脚注を参照してください。

AC特性6

表2. 特に指定のない限り、VDD＝2.5～5.5V、RL＝2kΩ～GND、CL＝200pF～GND、すべての仕様はTMIN～TMAX

Bバージョン1

パラメータ2 Min Typ Max 単位 条件／備考

出力電圧セトリング・タイム VREF＝2V
AD5346 6 8 µs 1/4スケールから3/4スケールへの変化（40HからC0H）
AD5347 7 9 µs 1/4スケールから3/4スケールへの変化（100Hから300H）
AD5348 8 10 µs 1/4スケールから3/4スケールへの変化（400HからC00H）

スルーレート 0.7 V/µs
メジャー・コード遷移グリッチ・ 8 nV-s メジャー・キャリーを中心にして1LSBの変化
エネルギー
デジタル・フィードスルー 0.5 nV-s
デジタル・クロストーク 1 nV-s
アナログ・クロストーク 1 nV-s
DAC間クロストーク 3.5 nV-s
乗算帯域幅 200 kHz VREF＝2V±0.1V p-p、非バッファ・モード
全高調波歪み －70 dB VREF＝2V±0.1V p-p、周波数＝10kHz、

非バッファ・モード

1 温度範囲：Bバージョン：－40～＋105℃。仕様のtyp値は25℃。
2 用語集を参照してください。
3 直線性はコード範囲を狭めてテスト：AD5346（コード8～255）、AD5347（コード28～1023）、AD5348（コード115～4095）
4 DC仕様は出力無負荷でテスト。
5 これはxコードに対応します。x＝デッドバンド電圧／LSBサイズ
6 設計と特性により保証しており、出荷テストは実施していません。
7 アンプ出力を最小電圧にするには、負のオフセット誤差が必要です。アンプ出力を最大電圧にするには、VREF＝VDDで、オフセットとゲイン誤差の合計が正になる必要がありま
す。

図2. デジタル出力タイミング仕様のための負荷回路
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タイミング特性1、2、3

表3. 特に指定のない限り、VDD＝2.5～5.5V、すべての仕様はTMIN～TMAX

パラメータ TMIN、TMAXにおける限界 単位 条件／備考

データ書き込みモード（図3）
t1 0 ns（min） CS

_____

～WR
______

のセットアップ・タイム
t2 0 ns（min） CS

_____

～WR
______

のホールド・タイム
t3 20 ns（min） WR

______

パルス幅
t4 5 ns（min） データ、GAIN、BUFのセットアップ・タイム
t5 4.5 ns（min） データ、GAIN、BUFのホールド・タイム
t6 5 ns（min） 同期モード。WR

______

立ち下がり～LDAC
___________

立ち下がり
t7 5 ns（min） 同期モード。LDAC

___________

立ち下がり～WR
______

立ち上がり
t8 4.5 ns（min） 同期モード。WR

______

立ち上がり～LDAC
___________

立ち上がり
t9 5 ns（min） 非同期モード。LDAC

___________

立ち上がり～WR
______

立ち上がり
t10 4.5 ns（min） 非同期モード。WR

______

立ち上がり～LDAC
___________

立ち下がり
t11 20 ns（min） LDAC

___________

パルス幅
t12 10 ns（min） CLR

________

パルス幅
t13 20 ns（min） WR

______

サイクル間の時間
t14 20 ns（min） A0、A1、A2セットアップ・タイム
t15 0 ns（min） A0、A1、A2ホールド・タイム

データ・リードバック・
モード（図4）

t16 0 ns（min） A0、A1、A2～CS
_____

のセットアップ・タイム
t17 0 ns（min） A0、A1、A2～CS

_____

のホールド・タイム
t18 0 ns（min） CS

_____

～RD
_____

の立ち下がりエッジ
t19 20 ns（min） RD

_____

パルス幅、VDD＝3.6～5.5V
30 ns（min） RD

_____

パルス幅、VDD＝2.5～3.6V
t20 0 ns（min） CS

_____

～RD
_____

のホールド・タイム
t21 22 ns（max） RD

_____

の立ち下がりエッジ後のデータ・アクセス時間、
VDD＝3.6～5.5V

30 ns（max） RD
_____

の立ち下がりエッジ後のデータ・アクセス時間、
VDD＝2.5～3.6V

t22 4 ns（min） RD
_____

の立ち上がりエッジ後のバス開放時間
30 ns（max）

t23 22 ns（max） CS
_____

立ち下がりエッジ～データ、VDD＝3.6～5.5V
30 ns（max） CS

_____

立ち下がりエッジ～データ、VDD＝2.5～3.6V
t24 30 ns（min） RD

_____

サイクル間の時間
t25 30 ns（min） RD

_____

からWR
______

までの時間
t26 30 ns（min） WR

______

からRD
_____

までの時間、VDD＝3.6～5.5V
50 ns（min） WR

______

からRD
_____

までの時間、VDD＝2.5～3.6V

1 設計と特性により保証しており、出荷テストは実施していません。
2 すべての入力信号はtr＝tf＝5ns（VDDの10～90%）で仕様規定され、(VIL＋VIH) / 2の電圧レベルからタイミングをとります。

3 図2を参照。

図3. パラレル・インターフェースの書き込みタイミング図

図4. パラレル・インターフェースの読み出しタイミング図
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絶対最大定格

表4. 特に指定のない限り、TA＝25℃　

GNDに対するVDD . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . －0.3～＋7V
GNDに対するデジタル入力電圧 . . . . . . . . . . －0.3～VDD＋0.3V
GNDに対するデジタル出力電圧 . . . . . . . . . . －0.3～VDD＋0.3V
GNDに対するリファレンス入力電圧 . . . . . . －0.3～VDD＋0.3V
GNDに対するVOUT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . －0.3～VDD＋0.3V
動作温度範囲
工業用（Bバージョン）. . . . . . . . . . . . . . . . . . －40～＋105℃

保存温度範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . －65～＋150℃
ジャンクション温度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150℃
38ピンTSSOPパッケージ
消費電力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (TJ max－TA) /θJA mW
θJA 熱抵抗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 98.3℃/W
θJC 熱抵抗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.9℃/W

40ピンLFCSPパッケージ
消費電力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (TJ max－TA) /θJA mW
θJA 熱抵抗（3層ボード）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29.6℃/W
ピン温度、ハンダ処理（10秒）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 300℃
IRリフロー、ピーク温度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220℃

左記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに
恒久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定
格のみを指定するものであり、この仕様の動作に関するセク
ションに記載されている規定値以上でのデバイス動作を定めた
ものではありません。長時間デバイスを絶対最大定格状態に置
くと、デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。

― 6 ― REV. 0

注意
ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。人体や試験機器には4000Vもの高圧の静
電気が容易に蓄積され、検知されないまま放電されることがあります。本製品は当社独自の
ESD保護回路を内蔵してはいますが、デバイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、回復
不能の損傷を生じる可能性があります。したがって、性能劣化や機能低下を防止するため、
ESDに対する適切な予防措置を講じることをお勧めします。
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図5. AD5346のピン配置―TSSOP

図6. AD5346のピン配置―LFCSP
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表5. AD5346のピン機能の説明

ピン番号

TSSOP LFCSP 記号 機能

1 35 VREFGH DAC GとHのリファレンス入力

2 36 VREFEF DAC EとFのリファレンス入力

3 37 VREFCD DAC CとDのリファレンス入力

4 38、39 VDD 電源ピン。このデバイスは2.5～5.5Vで動作します。電源は、10µFと0.1µFのコンデンサを
並列接続してGNDからデカップリングしてください。LFCSPパッケージでは、2本のVDD

ピンを同じ電位にする必要があります。

5 40 VREFAB DAC AとBのリファレンス入力

6～9、11～14 1～4、7～10 VOUTX DAC Xの出力。レールtoレール動作によるバッファ出力

10 5、6 AGND アナログ・グラウンド。アナログ回路のグラウンド・リファレンス

15、21～24 11、17～20 DGND デジタル・グラウンド。デジタル回路のグラウンド・リファレンス

16 12 BUF バッファ制御ピン。DACへのリファレンス入力をバッファするかどうかを制御します。

17 13 LDAC
___________

アクティブ・ロー・コントロール入力。DACレジスタを入力レジスタの内容で更新します。
これによって、すべてのDAC出力を同時に更新します。

18 14 A0 LSBアドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

19 15 A1 アドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

20 16 A2 MSBアドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

25～32 21～28 DB0～DB7 8個のパラレル・データ入力。DB7は、これら8ビットのMSBです。

33 29 CS
_____

アクティブ・ロー・チップ・セレクト入力。WR
______

とともに使用し、パラレル・インター
フェースにデータを書き込んだり、RD

______

とともに使用し、DACからデータを読み出します。

34 30 RD
______

アクティブ・ロー読み出し入力。CS
_____

とともに使用し、内部DACからデータを読み出します。

35 31 WR
______

アクティブ・ロー書き込み入力。CS
_____

とともに使用し、パラレル・インターフェースにデー
タを書き込みます。

36 32 GAIN ゲイン制御ピン。DACからの出力レンジを0V～VREFまたは0V～2×VREFに制御します。

37 33 CLR
________

非同期アクティブ・ロー・コントロール入力。すべての入力レジスタとDACレジスタをゼ
ロにクリアします。

38 34 PD
_____

パワーダウン・ピン。このアクティブ・ロー制御ピンで、すべてのDACをパワーダウン・
モードにします。

AD5346/AD5347/AD5348

REV. 0 ― 7 ―
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図7. AD5347のピン配置―TSSOP

図8. AD5347のピン配置―LFCSP
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表6. AD5347のピン機能の説明

ピン番号

TSSOP LFCSP 記号 機能

1 35 VREFGH DAC GとHのリファレンス入力

2 36 VREFEF DAC EとFのリファレンス入力

3 37 VREFCD DAC CとDのリファレンス入力

4 38、39 VDD 電源ピン。このデバイスは2.5～5.5Vで動作します。電源は、10µFと0.1µFのコンデンサを
並列接続してGNDからデカップリングしてください。LFCSPパッケージでは、2本のVDD

ピンを同じ電位にする必要があります。

5 40 VREFAB DAC AとBのリファレンス入力

6～9、11～14 1～4、7～10 VOUTX DAC Xの出力。レールtoレール動作によるバッファ出力

10 5、6 AGND アナログ・グラウンド。アナログ回路のグラウンド・リファレンス

15、21～22 11、17～18 DGND デジタル・グラウンド。デジタル回路のグラウンド・リファレンス

16 12 BUF バッファ制御ピン。DACへのリファレンス入力をバッファするかどうかを制御します。

17 13 LDAC
___________

アクティブ・ロー・コントロール入力。DACレジスタを入力レジスタの内容で更新します。
これによって、すべてのDAC出力を同時に更新します。

18 14 A0 LSBアドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

19 15 A1 アドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

20 16 A2 MSBアドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

23～32 19～28 DB0～DB9 10個のパラレル・データ入力。DB9は、これら10ビットのMSBです。

33 29 CS
_____

アクティブ・ロー・チップ・セレクト入力。WR
______

とともに使用し、パラレル・インター
フェースにデータを書き込んだり、RD

______

とともに使用し、DACからデータを読み出します。

34 30 RD
______

アクティブ・ロー読み出し入力。CS
_____

とともに使用し、内部DACからデータを読み出します。

35 31 WR
______

アクティブ・ロー書き込み入力。CS
_____

とともに使用し、パラレル・インターフェースにデー
タを書き込みます。

36 32 GAIN ゲイン制御ピン。DACからの出力レンジを0V～VREFまたは0V～2×VREFに制御します。

37 33 CLR
________

非同期アクティブ・ロー・コントロール入力。すべての入力レジスタとDACレジスタを
ゼロにクリアします。

38 34 PD
_____

パワーダウン・ピン。このアクティブ・ロー制御ピンで、すべてのDACをパワーダウン・
モードにします。



AD5346/AD5347/AD5348

REV. 0 ― 9 ―

AD5348のピン配置および機能の説明

図9. AD5348のピン配置―TSSOP

図10. AD5348のピン配置―LFCSP

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

40 39 38 37 36 35 34 33 32 31

LD
A

C A
1

A
0

W
R

CS

AGND

VOUTD

V
R

E
F
C

D

V
R

E
F
E

F

V
R

E
F
G

H

VOUTC

VOUTB

VOUTA

V
R

E
F
A

B

P
D

V
D

D

DB4

DB5

DB6

C
LR

G
A

IN

DB11

DB10

DB7

DB8

DB9

VOUTH

VOUTG

VOUTF

VOUTE

D
G

N
D A
2

RD

B
U

F

AGND

V
D

D

D
B

3

D
B

2

D
B

1

D
B

0

03
33

1-
0-

01
0

12ビット�

AD5348�
上面図�

 （実寸ではありません）�

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

LDAC

A1

A0

WR

CS

AGND

VOUTD

VREFCD

V

V

REFEF

REFGH

VOUTC

VOUTB

VOUTA

VREFAB

PD

VDD

DB4

DB5

DB6

CLR

GAIN

DB11

DB10

DB7

DB8

DB9

VOUTH

VOUTG

VOUTF

VOUTE

DGND

A2

RD

BUF DB2

DB0

DB3

DB1

03
33

1-
0-

00
9

12ビット�

AD5348�
上面図�

 （実寸ではありません）�

表7. AD5348のピン機能の説明

ピン番号

TSSOP LFCSP 記号 機能

1 35 VREFGH DAC GとHのリファレンス入力

2 36 VREFEF DAC EとFのリファレンス入力

3 37 VREFCD DAC CとDのリファレンス入力

4 38、39 VDD 電源ピン。このデバイスは2.5～5.5Vで動作します。電源は、10µFと0.1µFのコンデンサを
並列接続してGNDからデカップリングしてください。LFCSPパッケージでは、2本のVDD

ピンを同じ電位にする必要があります。

5 40 VREFAB DAC AとBのリファレンス入力

6～9、11～14 1～4、7～10 VOUTX DAC Xの出力。レールtoレール動作によるバッファ出力

10 5、6 AGND アナログ・グラウンド。アナログ回路のグラウンド・リファレンス

15 11 DGND デジタル・グラウンド。デジタル回路のグラウンド・リファレンス

16 12 BUF バッファ制御ピン。DACへのリファレンス入力をバッファするかどうかを制御します。

17 13 LDAC
___________

アクティブ・ロー・コントロール入力。DACレジスタを入力レジスタの内容で更新します。
これによって、すべてのDAC出力を同時に更新します。

18 14 A0 LSBアドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

19 15 A1 アドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

20 16 A2 MSBアドレス・ピン。書き込み先のDACを選択します。

21～32 17～28 DB0～DB11 12個のパラレル・データ入力。DB11は、これら12ビットのMSBです。

33 29 CS
_____

アクティブ・ロー・チップ・セレクト入力。WR
______

とともに使用し、パラレル・インター
フェースにデータを書き込んだり、RD

______

とともに使用し、DACからデータを読み出します。

34 30 RD
______

アクティブ・ロー読み出し入力。CS
_____

とともに使用し、内部DACからデータを読み出します。

35 31 WR
______

アクティブ・ロー書き込み入力。CS
_____

とともに使用し、パラレル・インターフェースにデー
タを書き込みます。

36 32 GAIN ゲイン制御ピン。DACからの出力レンジを0V～VREFまたは0V～2×VREFに制御します。

37 33 CLR
________

非同期アクティブ・ロー・コントロール入力。すべての入力レジスタとDACレジスタをゼ
ロにクリアします。

38 34 PD
_____

パワーダウン・ピン。このアクティブ・ロー制御ピンで、すべてのDACをパワーダウン・
モードにします。
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用語集
相対精度
DACでは、相対精度または積分非直線性（INL）とは、DAC
伝達関数の実際のエンドポイントを結ぶ直線からの最大偏差を
示す値で、単位はLSBです。図14、図15、図16に、代表的な
INLとコードの関係を示します。

微分非直線性
微分非直線性（DNL）とは、任意の2つの隣接するコード間で
測定した変化と理想的な1LSB変化との差異です。最大±1LSB
の仕様規定の微分非直線性によって、単調性を保証します。こ
のDACは、設計によって単調性が保証されています。図17、
図18、図19に、代表的なDNLとコードの関係を示します。

ゲイン誤差
DACのスパン誤差を示す値で、バッファ・アンプのゲインの誤
差も含まれます。ゲイン誤差はDAC伝達特性の理想値と実際値
の傾きの偏差であり、フルスケール範囲のパーセンテージで表
します。これを図11に示します。

オフセット誤差
DACと出力アンプのオフセット誤差を示す値で、フルスケール
範囲のパーセンテージで表します。

オフセット電圧が正の場合、出力電圧はゼロ入力コードでもや
はり正です。これを図12に示します。DACは単電源で動作す
るため、バッファ・アンプの出力に負のオフセットは生じませ
ん。その代わり、アンプ出力が飽和するゼロに近いコードがあ
ります（アンプのフットルーム）。このコードより下には、出
力電圧が変化しないデッドバンドがあります。これを図13に示
します。

図11. ゲイン誤差

図12. 正のオフセット誤差とゲイン誤差

図13. 負のオフセット誤差とゲイン誤差
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オフセット誤差ドリフト
温度変化に伴うオフセット誤差の変化を示す値で、（フルス
ケール範囲に対するppm値）/℃で表します。

ゲイン誤差ドリフト
温度変化に伴うゲイン誤差の変化を示す値で、（フルスケール
範囲に対するppm値）/℃で表します。

DC電源除去比（PSRR）
電源電圧の変化がDACの出力に与える影響を示す値です。
PSRRはDACのフルスケール出力に対するVOUTの変化とVDDの
変化の比率であり、単位はdBです。VREFは2Vに保持され、
VDDは±10%で変動します。

DCクロストーク
ミッドスケールでの1つのDACの出力レベルにおいて、他の
DACのフルスケール・コード変化（オール0からオール1、お
よびその逆）と出力変化に応じて発生するDC変動で、単位は
µVです。

リファレンス・フィードスルー
DAC出力が更新されていないとき（つまり、LDAC

___________

がハイレベ
ルの場合）の、DAC出力での信号の振幅とリファレンス入力と
の比率で、単位はdBです。

チャンネル間絶縁
1つのDACの出力における信号の振幅と、他のDACのリファレ
ンス入力上のサイン波との比率です。VREFピンの1つを接地し、
他のVREFピンに10kHzの4V p-pサイン波を印加して測定しま
す。単位はdBです。

メジャー・コード遷移グリッチ・エネルギー
DACが状態を変化させるときに、アナログ出力に注入されるイ
ンパルスのエネルギーです。通常、nV-s単位でのグリッチの領
域として仕様規定され、メジャー・キャリー遷移（011...11か
ら100...00または100...00から011...11）においてデジタル・
コードが1LSBだけ変化するときに測定します。

デジタル・フィードスルー
デバイスのデジタル入力ピンからDACのアナログ出力に注入さ
れるインパルスを示す値ですが、DACに書き込みをしていない
とき（CS

_____

がハイレベル）に測定します。単位nV-sで仕様規定
され、デジタル入力ピンでのフルスケール変化（つまりオール
0からオール1、およびその逆）で測定します。

デジタル・クロストーク
ミッドスケールでの1つのDACの出力に対して、他のDACの入
力レジスタでのフルスケール・コード変化（オール0からオー
ル1、およびその逆）に応じて転送されるグリッチ・インパル
スであり、単位nV-sで表します。

アナログ・クロストーク
1つのDACの出力に対して、他のDACの出力の変化によって転
送されるグリッチ・インパルスです。アナログ・クロストーク
を測定するには、LDAC

___________

をハイレベルに保持しながら、入力レ
ジスタの1つにフルスケール・コード変化（オール0からオール
1、およびその逆）をロードします。続いて、LDAC

___________

にローの
パルスを出力し、デジタル・コードが変更されなかったDACの
出力を監視します。グリッチの領域は単位nV-sで表します。

DAC間クロストーク
1つのDACの出力に対して、他のDACのデジタル・コード変化
とそれ以降の出力変化によって転送されるグリッチ・インパル
スです。これには、デジタルとアナログの両方のクロストーク
が含まれます。DAC間クロストークを測定するには、LDAC

___________

ピ
ンをローレベルに設定して、DACの1つにフルスケール・コー
ド変化（オール0からオール1、およびその逆）をロードして、
他のDACの出力を監視します。グリッチのエネルギーは単位
nV-sで表します。

乗算帯域幅
DAC内のアンプには有限の帯域幅があります。乗算帯域幅はそ
の値です。リファレンスのサイン波は、DACにフルスケール・
コードをロードした状態で出力に現われます。乗算帯域幅は、
出力振幅が入力より3dB低下する周波数です。

全高調波歪み（THD）
理想的なサイン波と、DACの使用で減衰したサイン波との差異
です。サイン波はDACのリファレンスとして使用するもので、
全高調波歪みはDAC出力に存在する高調波を示しています。単
位はdBです。

AD5346/AD5347/AD5348
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図36. DAC間クロストーク
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機能の説明
AD5346/AD5347/AD5348は、それぞれ8、10、12ビットの分
解能の、CMOSプロセスで製造されたオクタル抵抗ストリング
DACです。書き込みには、パラレル・インターフェースを使用
します。DACは2.5～5.5Vの単電源で動作し、出力バッファ・
アンプによってレールtoレールの出力振幅が得られます。バッ
ファ・アンプのゲインを1または2に設定することで、出力電圧
範囲は0V～VREFまたは0V～2×VREFになります。AD5346/
AD5347/AD5348のリファレンス入力は、リファレンス源から
ほとんど電流を引き込まないようにバッファすることもできま
す。デバイスには、3Vでの消費電流をわずか100nAにまで低下
できるパワーダウン機能があります。

デジタル／アナログ変換部
1つのDACチャンネルのアーキテクチャは、リファレンス・
バッファと抵抗ストリングDAC、これに続く出力バッファ・ア
ンプで構成されています。VREFピンの電圧がDACにリファレン
ス電圧を供給します。図37に、DACアーキテクチャのブロッ
ク図を示します。DACに対する入力コーディングはストレー
ト・バイナリであるため、次の式で理想的な出力電圧を求める
ことができます。

D
VOUT＝VREF×――×ゲイン2N

ここで、
Dは2進コードと等価な10進値で、これをDACレジスタにロー
ドします。

AD5346（8ビット）では0～255
AD5347（10ビット）では0～1023
AD5348（12ビット）では0～4095

NはDACの分解能です。
「ゲイン」は出力アンプのゲインです（1または2）。

図37. 1つのDACチャンネルのアーキテクチャ

抵抗ストリング
抵抗ストリング部を図38に示します。これは、それぞれ値Rを
持つ抵抗を並べただけの列（ストリング）です。ストリング上
のどのノードで電圧を取り出して出力アンプに供給するかは、
DACレジスタにロードされるデジタル・コードによって決まり
ます。ストリングをアンプに接続しているスイッチの1つを閉
じて、電圧を取ります。抵抗で構成されたストリングであるた
め、単調性を保証します。

図38. 抵抗ストリング

DACリファレンス入力
DACは外部リファレンスで動作します。AD5346/ AD5347/
AD5348には、DACの各ペア用のリファレンス入力があります。
バッファ付きまたはバッファなしのリファレンス入力の設定が
可能です。この設定は、BUFピンで制御します。

バッファ・モード（BUF＝1）では、少なくとも10MΩのイン
ピーダンスがあるため、外部リファレンス電圧からの電流はほ
ぼゼロです。リファレンス入力レンジは1V～VDDです。

非バッファ・モード（BUF＝0）では、リファレンス・アンプ
のヘッドルームとフットルームによる制約がないため、ユー
ザーはリファレンス電圧を0.25Vまで低くすることも、VDDま
で上げることもできます。インピーダンスはまだかなり高く、
0V～VREFモードで90kΩ、0V～2×VREFモードで45kΩになりま
す（いずれもtyp値）。

外部バッファ・リファレンス（REF192など）を使用する場合
は、オンチップ・バッファを使用する必要はありません。

出力アンプ
出力バッファ・アンプは、両側のレールから1mV以内の出力電
圧を生成できます。実際の範囲は、VREF、GAIN、VOUTでの負
荷、オフセット誤差に依存します。

ゲインを＋1にした場合（GAIN＝0）、出力レンジは0.001V～
VREFになります。

ゲインを＋2にした場合（GAIN＝＋1）、出力レンジは0.001V
～2×VREFになります。ただし、クランピングがあるため、最
大出力はVDD－0.001Vになります。

出力アンプは、GNDまたはVDDに対する500pFに並列して、
GNDまたはVDDに2kΩの負荷を駆動できます。出力アンプの
ソース／シンク特性を図24に示します。

スルーレートは0.7V/µsで、出力無負荷で±0.5LSB（8ビット
で）までのハーフスケール・セトリング・タイムは6µsです。
図29を参照してください。
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パラレル・インターフェース
AD5346/AD5347/AD5348は、データを8ビット、10ビット、
または12ビットのシングル・ワードでロードします。

ダブル・バッファ・インターフェース
AD5346/AD5347/AD5348のDACにはすべて、入力レジスタと
DACレジスタからなるダブル・バッファ・インターフェースが
あります。チップ・セレクト（CS

_____

）ピンと書き込み（WR
______

）ピ
ンの制御にしたがって、DACデータ、BUF、GAIN入力を入力
レジスタに書き込みます。

DACレジスタへのアクセスは、LDAC
___________

機能で制御します。
LDAC
___________

がハイレベルのとき、DACレジスタはラッチされ、入力
レジスタは、DACレジスタの内容を変えずに状態を変更できま
す。LDAC

___________

がローレベルになると、DACレジスタは透過になり、
入力レジスタの内容が転送されます。ゲインとバッファ制御信
号もダブル・バッファされており、LDAC

___________

がローレベルになっ
たときだけ更新されます。

この機能が役に立つのは、ユーザーがすべてのDACとペリフェ
ラルの同時更新を必要とする場合です。ユーザーはすべての入
力レジスタに個別に書き込んでから、LDAC

___________

入力にローのパル
スを出力することによって、すべての出力を同時に更新できま
す。

デバイスには、この他にもう1つの機能があります。これに
よって、LDAC

___________

が最後にローであった時点以降入力レジスタが
更新されていなければ、DACレジスタが更新されることはあり
ません。通常、LDAC

___________

がローのときには、DACレジスタには入
力レジスタの内容が入っています。AD5346/AD5347/AD5348
の場合、DACレジスタが更新されるのはDACレジスタが最後
に更新された後に入力レジスタが変更されている場合のみで
す。このため、余計なクロストークがなくなります。

クリア入力（CLR
_______

）
CLR
_______

はアクティブ・ローの非同期クリアで、入力レジスタと
DACレジスタをリセットします。

チップ・セレクト入力（CS
_____

）
CS
_____

は、デバイスを選択するアクティブ・ロー入力です。

書き込み入力（WR
______

）
WR
______

は、デバイスへのデータの書き込みを制御するアクティ
ブ・ロー入力です。データは、WR

______

の立ち上がりエッジで入力
レジスタにラッチされます。

読み出し入力（RD
_____

）
RD
_____

はアクティブ・ロー入力で、内部DACレジスタからデータ
を読み出すタイミングを制御します。RD

_____

の立ち下がりエッジ
で、データがデータ・バスに移されます。高容量性負荷で高電
源電圧という条件では、ユーザーが動的電流を許容できるレベ
ルに抑えることで、チップ温度を仕様の範囲内にする必要があ
ります。チップ温度は次式で計算できます。

TDIE＝TAMBIENT＋VDD (IDD＋IDYNAMIC) θJA

ここで、 IDYNAMIC＝cvf
c＝容量またはデータ・バス
v＝VDD

f＝リードバック周波数

ロードDAC入力（LDAC
___________

）
LDAC
___________

はデータを入力レジスタからDACレジスタに転送するこ
とで、出力を更新します。LDAC

___________

機能によって、DACデータ、
GAINデータ、BUFのダブル・バッファが可能となります。
LDAC
___________

には、2つのモードがあります。

• 同期モード このモードでは、WR
______

入力の立ち上がりエッジ
で新しいデータを読み出した後、DACレジスタを更新しま
す。LDAC

___________

を常にローに固定しておくことも、または図3に
示すようにパルスを与えることもできます。

• 非同期モード このモードでは、入力レジスタに書き込み
が行われた時点で出力を同時に更新することはありません。
LDAC
___________

がローになると、入力レジスタの内容にしたがって
DACレジスタを更新します。

パワーオン・リセット
AD5346/AD5347/AD5348にはパワーオン・リセット機能があ
り、定義された状態でパワーアップします。パワーオン状態は
次のとおりです。

• 通常動作

• バッファ付きのリファレンス入力

• 0V～VREFの出力レンジ

• 出力電圧を0Vに設定

入力レジスタとDACレジスタはいずれもゼロで埋められ、デバ
イスに対し有効な書き込みシーケンスが実行されるまでその状
態にとどまります。デバイスがパワーアップするときのDAC出
力の状態を把握していなければならないアプリケーションで
は、特にこの機能が役に立ちます。

パワーダウン・モード
AD5346/AD5347/AD5348は低消費電力のデバイスで、3V電源
で2.4mW、5V電源で5mWの電力を消費します（いずれもtyp
値）。DACを使用していないときに消費電力をさらに低減する
には、PD

_____

ピンをローレベルにしてパワーダウン・モードにし
ます。

PD
_____

ピンがハイレベルのとき、5Vで1mA（typ）の消費電流
（3Vで0.8mA）でDACは通常に動作します。パワーダウン・
モードでは、DACをパワーダウンすると電源電流は5Vで
400nA（3Vで120nA）に低下します。電源電流が低下するだけ
でなく、出力段も内部的にアンプの出力から切り替えられて
オープン・サーキットになります。これにより、デバイスがパ
ワーダウン・モードになっている間は出力がスリーステート状
態になり、DACのアンプ出力に何が接続されていても入力条件
が一定になるという利点が得られます。図39に出力段を示しま
す。

図39. パワーダウン時の出力段
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パワーダウン・モードがアクティブになると、バイアス・ジェ
ネレータ、出力アンプ、抵抗ストリング、その他すべての関連
するリニア回路がシャット・ダウンします。パワーダウン時に
は、レジスタの内容が影響を受けることはありません。パワー
ダウンから復帰するための時間はVDD＝5Vでは2.5µs、VDD＝
3Vでは5µsです（いずれもtyp値）。これは、PD

_____

ピンの立ち上が
りエッジから、出力電圧がパワーダウン電圧から変化するまで
の時間です。図31を参照してください。

推奨データ・バス・フォーマット
多くのアプリケーションでは、GAINピンとBUFピンを配線接
続します。しかし、もっと柔軟性が要求される場合には、
GAINとBUFをデータ・バスの中に入れることができます。こ
の場合、ユーザーはGAINをソフトウェアで設定できるため、
DACレンジの下半分で分解能を2倍にすることもできます。バ
ス方式のシステムでは、GAINとBUFを書き込み動作時にデバ
イスに書き込み、LDAC

___________

がローレベルになったときに有効にす
るため、これらをデータ入力として扱うことができます。つま
り、複数のDACデバイスの出力アンプ・ゲインとリファレン
ス・バッファを共通のGAINラインとBUFラインを使用して制
御できることになります。ただし、RD

_____

動作時にGAINとBUF
が読み出されることはありません。

AD5347とAD5348のデータ・バスは、それぞれ少なくとも10
ビットと12ビットの幅があり、16ビットのデータ・バス・シス
テムに適しています。

図40に、GAINとBUFを16ビットのデータ・バス上に置くデー
タ・フォーマットの例を示します。実際のDACデータより上位
の未使用ビットであれば、どれでもGAINとBUFに使用できま
す。

図40. GAINとBUFのデータを16ビット・バスに置いて
ワード・ロードするためのAD5347/AD5348の
データ・フォーマット
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表8. AD5346/AD5347/AD5348の真理値表

CLR
_______

LDAC
__________

CS
_____

WR
______

RD
_____

A2 A1 A0 機能

1 1 1 X X X X X データ転送なし
1 1 X 1 1 X X X データ転送なし
0 X X X X X X X 全レジスタをクリア
1 1 0 0→1 1 0 0 0 DAC A入力レジスタにロード
1 1 0 0→1 1 0 0 1 DAC B入力レジスタにロード
1 1 0 0→1 1 0 1 0 DAC C入力レジスタにロード
1 1 0 0→1 1 0 1 1 DAC D入力レジスタにロード
1 1 0 0→1 1 1 0 0 DAC E入力レジスタにロード
1 1 0 0→1 1 1 0 1 DAC F入力レジスタにロード
1 1 0 0→1 1 1 1 0 DAC G入力レジスタにロード
1 1 0 0→1 1 1 1 1 DAC H入力レジスタにロード
1 X 0 1 1→0 0 0 0 DACレジスタAを読み出す
1 X 0 1 1→0 0 0 1 DACレジスタBを読み出す
1 X 0 1 1→0 0 1 0 DACレジスタCを読み出す
1 X 0 1 1→0 0 1 1 DACレジスタDを読み出す
1 X 0 1 1→0 1 0 0 DACレジスタEを読み出す
1 X 0 1 1→0 1 0 1 DACレジスタFを読み出す
1 X 0 1 1→0 1 1 0 DACレジスタGを読み出す
1 X 0 1 1→0 1 1 1 DACレジスタHを読み出す
1 0 X X 1 X X X DACレジスタを更新
X X 0 0 0 X X X 無効操作

X＝ドント・ケア
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アプリケーション情報

代表的なアプリケーション回路
AD5346/AD5347/AD5348は、広範なリファレンス電圧で使用
できます。特にリファレンス入力を非バッファに設定する場合、
0.25V～VDDのリファレンス範囲で完全な1象限の乗算機能が得
られます。より一般的には、高精度の固定リファレンス電圧で
これらのデバイスを使用します。図41に、リファレンス入力に
外部リファレンスを接続して使用する場合の代表的な構成を示
します。5V動作に適したリファレンスは、AD780、ADR381、
REF192（2.5Vリファレンス）です。2.5V動作に適した外部リ
ファレンスとしては、AD589とAD1580（1.2Vバンドギャッ
プ・リファレンス）があります。

図41. AD5346/AD5347/AD5348に外部リファレンスを
使用する場合

リファレンス電圧からのVDDの駆動
0V～VDDの出力レンジが必要な場合、最も簡単な方法はリファ
レンス入力をVDDに接続することです。この電源はあまり正確
でなくノイズが多い場合もあるため、たとえば、図42に示すよ
うにADM663やADM666などの5Vリファレンスを使用して、
リファレンス電圧からデバイスに電力を供給することもできま
す。

図42. AD5346/AD5347/AD5348への電源および
リファレンスとしてADM663/ADM666を使用する場合

AD5346/AD5347/AD5348を使用するバイ
ポーラ動作
AD5346/AD5347/AD5348は単電源動作用に設計されています
が、図43に示す回路を使用すれば、バイポーラ出力レンジも可
能になります。この回路の出力電圧レンジは±5Vです。出力ア
ンプにAD820、AD8519、またはOP196を使用すれば、アンプ
出力でのレールtoレール動作が得られます。

図43. AD5346/AD5347/AD5348によるバイポーラ動作

任意の入力コードに対する出力電圧は、次式で計算できます。

VOUT＝[(1＋R4/R3)×(R2 / (R1＋R2)×(2×VREF×D/2N)]－
R4×VREF /R3

ここで、

Dは、DACにロードされるコードと等価な10進値です。
NはDACの分解能です。
VREFはリファレンス電圧入力です。

値は以下のとおりです。

VREF＝5V
R1＝R3＝10kΩ
R2＝R4＝20kΩ
VDD＝5V
ゲイン＝2

VOUT＝(10×D/2N)－5

*1チャンネルのVREFとVOUTのみ図示�
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AD5346/AD5347/AD5348

複数のAD5346/AD5347/AD5348の
デコーディング
これらのデバイスのCS

_____

ピンは、複数のDACをデコードするア
プリケーションで使用できます。このようなアプリケーション
では、システム内のすべてのDACが同じデータとWR

______

パルスを
受信しますが、ある時点でアクティブになるのは1つのDACへ
のCS

_____

のみであり、データはCS
_____

がローレベルのDACにのみ書き
込まれます。

システム内のどのDACでもアドレス指定できる2ラインから4
ラインのデコーダとして、74HC139を使用します。タイミング
誤差が生じないように、コード化されたアドレス入力が状態を
変化させている間は、イネーブル入力を非アクティブ状態にし
ておく必要があります。図44に、システム内の複数のデバイス
をデコードするための代表的な構成を示します。システム内の
全DACに連続的にデータを書き込んだ後、共通のLDAC

____________

ライン
を使用して、全DACを同時に更新できます。共通のCLR

________

ライ
ンを使用すれば、全DAC出力を0Vにリセットすることもでき
ます。

図44. 複数のDACデバイスのデコーディング

デジタル設定可能なウィンドウ検出器として
のAD5346/AD5347/AD5348
図45に、AD5346/AD5347/AD5348内の2個のDACを使用した
デジタル設定可能な上／下限検出器を示します。デバイス内の
任意のペアのDACを使用できますが、この説明では便宜上
DAC AとDAC Bとします。

テストする上限値と下限値をDAC AとDAC Bにロードすると、
CMP04の限界が設定されます。VIN入力での信号がプログラム
されたウィンドウの外にある場合、LEDが点灯して不合格状態
を示します。

図45. プログラマブルなウィンドウ検出器

プログラマブルな電流源
図46に、プログラマブルな電流源の制御エレメントとして
AD5346/AD5347/AD5348を使用する場合を示します。この例
では、フルスケール電流を1mAに設定しています。DACから
の出力電圧は、直列に接続された4.7kΩの電流設定抵抗と470Ω
の調整用ポテンショメータを介して印加され、約±5%の調整
が可能になります。このアンプの帰還ループに置く適切なトラ
ンジスタとしては、BC107や2N3904などがあります。これに
よって、最小6VのVSOURCEから電流源を動作させることができ
ます。動作範囲は、トランジスタの動作特性によって決まりま
す。適切なアンプとしてはAD820やOP295などがあり、いずれ
もその出力でレールtoレール動作が可能です。任意のデジタル
入力コードと抵抗値に対する電流は、次式で計算できます。

D
I＝G×VREF ―――― mA(2N×R)

ここで、

Gはバッファ・アンプのゲインです（1または2）。
Dはデジタル入力コードです。
NはDACの分解能です（8、10、または12ビット）。
Rは抵抗と調整用ポテンショメータの合計抵抗値です（kΩ）。

図46. プログラマブルな電流源
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AD5346/AD5347/AD5348を使用する
粗調整と微調整
図47に示すように、AD5346/AD5347/AD5348内の2個のDAC
をペアにして、粗調整と微調整の機能を実現できます。前述の
ウィンドウ検出器の場合と同じく、ここでもDAC AとDAC B
について説明します。

DAC Aは粗調整に使用し、DAC Bは微調整に使用します。R1
とR2の比率を変更すると、粗調整と微調整の相対的効果が変わ
ります。図に示す抵抗値を使用すると、出力アンプにDAC A
出力に対するユニティ・ゲインがあるため、出力レンジは0V～
（VREF－1LSB）になります。DAC Bではアンプのゲインが
7.6×10-3なので、DAC BのレンジはDAC Aの2LSBに等しくな
ります。

この回路は2.5Vリファレンスの場合ですが、最高VDDまでのリ
ファレンス電圧を使用できます。ここに示すオペアンプで、
レールtoレール出力振幅が可能になります。

図47. 粗調整と微調整

電源のバイパスとグラウンディング
精度が大切な回路では、定格の性能を得るために電源とグラウ
ンド・リターンのレイアウトを十分注意して行う必要がありま
す。

AD5346/AD5347/AD5348を実装するプリント回路ボードで
は、アナログ部とデジタル部を分離して、ボードの一定の場所
にまとめて配置するように設計してください。これによって、
簡単に分離できるグラウンド・プレーンを使用できるようにな
ります。最適なシールド効果が得られるため、一般にエッチン
グ部分を最小にする方法がグラウンド・プレーンには最適で
す。デジタル・グラウンド・プレーンとアナログ・グラウン
ド・プレーンは1点のみで接続してください。AGND～DGND
接続を必要とするデバイスがAD5346/AD5347/AD5348のみで
ある場合は、グラウンド・プレーンをAD5346/AD5347/AD5348
のAGNDピンとDGNDピンで接続してください。複数のデバ
イスがAGND～DGND接続を必要とするシステム内では、
AD5346/AD5347/AD5348のできるだけ近くで、星形グラウン
ド・ポイントの1個所のみで接続します。

AD5346/AD5347/AD5348では、10µFと0.1µFのコンデンサを
できるだけパッケージの近く、理想的にはデバイスのすぐ隣で
並列接続し、電源に対して十分なバイパスをとる必要がありま
す。10µFのコンデンサはタンタルのビード型を使います。
0.1µFのコンデンサは、高周波でグラウンドに対する低イン
ピーダンス・パスを提供する一般的なセラミック・タイプな
ど、低い有効直列抵抗（ESR）と有効直列インダクタンス
（ESI）を備えたものを使用し、内部ロジックの切り替えによる
過渡電流を処理します。

デバイスの電源ラインには、できるだけ太いパターンを使って
低インピーダンス・パスを実現し、電源ライン上でのグリッチ
の影響を抑えてください。クロックなどの高速スイッチング信
号はデジタル・グラウンドでシールドし、ボード上の他の部品
へノイズを拡散しないようにし、また絶対にリファレンス入力
の近くを通さないようにしてください。デジタル信号とアナロ
グ信号は、交差させないようにする必要があります。ボードの
反対側のパターンは互いに直角になるように配置し、これに
よってボードを通過するフイードスルーの影響を低減します。
マイクロストリップ技術は最善の方法ですが、両面ボードでは
常に使用できるわけではありません。この技術では、ボードの
部品面をグラウンド・プレーン専用にし、信号パターンをハン
ダ面に配置します。
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AD5346/AD5347/AD5348

表9. AD53xxパラレル・デバイスの概要

追加のピン機能
部品番号 分解能 DNL VREFピン セトリング・タイム BUF GAIN HBEN CLR パッケージ ピン

シングル
AD5330 8 ±0.25 1 6µs � � � TSSOP 20
AD5331 10 ±0.5 1 7µs � � TSSOP 20
AD5340 12 ±1.0 1 8µs � � � TSSOP 24
AD5341 12 ±1.0 1 8µs � � � � TSSOP 20

デュアル
AD5332 8 ±0.25 2 6µs � TSSOP 20
AD5333 10 ±0.5 2 7µs � � � TSSOP 24
AD5342 12 ±1.0 2 8µs � � � TSSOP 28
AD5343 12 ±1.0 1 8µs � � TSSOP 20

クワッド
AD5334 8 ±0.25 2 6µs � � TSSOP 24
AD5335 10 ±0.5 2 7µs � � TSSOP 24
AD5336 10 ±0.5 4 7µs � � TSSOP 28
AD5344 12 ±1.0 4 8µs TSSOP 28

オクタル
AD5346 8 ±0.25 4 6µs � � � TSSOP、LFCSP 38、40
AD5347 10 ±0.5 4 7µs � � � TSSOP、LFCSP 38、40
AD5348 12 ±1.0 4 8µs � � � TSSOP、LFCSP 38、40

表10. AD53xxシリアル・デバイスの概要

部品番号 分解能 DNL VREFピン セトリング・タイム インターフェース パッケージ ピン

シングル
AD5300 8 ±0.25 0（VREF＝VDD） 4µs SPI® SOT-23、MSOP 6、8
AD5310 10 ±0.5 0（VREF＝VDD） 6µs SPI SOT-23、MSOP 6、8
AD5320 12 ±1.0 0（VREF＝VDD） 8µs SPI SOT-23、MSOP 6、8
AD5301 8 ±0.25 0（VREF＝VDD） 6µs 2線式 SOT-23、MSOP 6、8
AD5311 10 ±0.5 0（VREF＝VDD） 7µs 2線式 SOT-23、MSOP 6、8
AD5321 12 ±1.0 0（VREF＝VDD） 8µs 2線式 SOT-23、MSOP 6、8

デュアル
AD5302 8 ±0.25 2 6µs SPI MSOP 8
AD5312 10 ±0.5 2 7µs SPI MSOP 8
AD5322 12 ±1.0 2 8µs SPI MSOP 8
AD5303 8 ±0.25 2 6µs SPI TSSOP 16
AD5313 10 ±0.5 2 7µs SPI TSSOP 16
AD5323 12 ±1.0 2 8µs SPI TSSOP 16

クワッド
AD5304 8 ±0.25 1 6µs SPI MSOP 10
AD5314 10 ±0.5 1 7µs SPI MSOP 10
AD5324 12 ±1.0 1 8µs SPI MSOP 10
AD5305 8 ±0.25 1 6µs 2線式 MSOP 10
AD5315 10 ±0.5 1 7µs 2線式 MSOP 10
AD5325 12 ±1.0 1 8µs 2線式 MSOP 10
AD5306 8 ±0.25 4 6µs 2線式 TSSOP 16
AD5316 10 ±0.5 4 7µs 2線式 TSSOP 16
AD5326 12 ±1.0 4 8µs 2線式 TSSOP 16
AD5307 8 ±0.25 2 6µs SPI TSSOP 16
AD5317 10 ±0.5 2 7µs SPI TSSOP 16
AD5327 12 ±1.0 2 8µs SPI TSSOP 16

オクタル
AD5308 8 ±0.25 2 6µs SPI TSSOP 16
AD5318 10 ±0.5 2 7µs SPI TSSOP 16
AD5328 12 ±1.0 2 8µs SPI TSSOP 16
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外形寸法

図48. 38ピン薄型シュリンク・スモール・アウトライン・パッケージ［TSSOP］
（RU-38）

寸法単位：mm

図49. 40ピン・リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ［LFCSP］
（CP-40）

寸法単位：mm
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オーダー・ガイド

表11. AD5346のオーダー・ガイド

モデル 温度範囲 パッケージ パッケージ・オプション

AD5346BRU －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5346BRU-REEL －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5346BRU-REEL7 －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5346BCP －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40
AD5346BCP-REEL －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40
AD5346BCP-REEL7 －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40

表12. AD5347のオーダー・ガイド

モデル 温度範囲 パッケージ パッケージ・オプション

AD5347BRU －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5347BRU-REEL －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5347BRU-REEL7 －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5347BCP －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40
AD5347BCP-REEL －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40
AD5347BCP-REEL7 －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40

表13. AD5348のオーダー・ガイド

モデル 温度範囲 パッケージ パッケージ・オプション

AD5348BRU －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5348BRU-REEL －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5348BRU-REEL7 －40～＋105℃ TSSOP（薄型シュリンクSOP） RU-38
AD5348BCP －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40
AD5348BCP-REEL －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40
AD5348BCP-REEL7 －40～＋105℃ LFCSP（リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ） CP-40
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